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経済産業省から

使用期間の長い家電製品の

自主点検をお願いします。
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�長期使用の扇風機が原因で、２人が亡く

なる火災事故が発生しました。ご家庭など

で長期使用している家電製品がある場合は、

必ず自主点検を行うようにしましょう。また、

異常がある場合は使用せず、修理をするな

どしましょう。

安
曇
野
市
名
誉
市
民

熊
井
啓
監
督
お
別
れ
の
会

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県

最
低
賃
金
」が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

�
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
賃
金
の
確
認
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
地
域
別
最
低
賃
金

・
長
野
県
最
低
賃
金
　
６
６
９
円

�
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１０
月
２１
日
か
ら
適
用
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松
本
労
働
基
準
監
督
署
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�
ま
た
は
大
町
労
働
基
準
監
督
署
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本
で
は
、
就
職

を
希
望
さ
れ
て
い
る
お
お
む
ね
４０
歳

以
上
の
人
を
対
象
に
し
た
中
高
年
齢

者
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
１１
月
５
日（
月
）

�
　
　
　
午
後
２
時
３０
分
〜
４
時

■
場
所
　
ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
３
階

�
　
　
　（
松
本
市
本
庄
１
‐２
‐１
）

■
参
加
予
定
企
業
　
４０
社

■
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
な
ど
は

　
不
要
で
す

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本
企
画
部
門
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標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
消
費
者（
利
用
者
）を
擁
護

す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

�
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従

っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
「
理

容
店
」「
美
容
店
」「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」

「
め
ん
類
飲
食
店
」「
一
般
飲
食
店
」
で

は
、
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

登
録
店
は
、
安
全
・
清
潔
・
安
心
を

約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　（
財
）長
野
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
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長
野
県
内
の

最
低
賃
金
は
、
６
６
９
円

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の

労
働
者
・
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本

中
高
年
齢
者
就
職
面
接
会

標
準
営
業
約
款
制
度

Ｓ
マ
ー
ク
を
ご
存
じ
で
す
か

　秋から冬にかけて火災が多く発生する季節を迎えます。出火防止に努め、安
全・安心なまちづくりを心掛けましょう。また、１１９番通報のときは、火災や救
急などの災害種別や場所、状況などを慌てずに連絡するように心掛けましょう。
通報の遅れが被害の拡大を招く恐れもありますので、迅速・適正な通報をお願
いします。
�詳しくは最寄りの消防署へお尋ねください。

　豊科消防署（46７２・３１４５）　穂高消防署（46８２・３２６２）

�明科消防署（46６２・２９９２）　梓川消防署（46７８・２０９０）

秋の火災予防運動が始まります　11/９～11/15

【防火標語】 「火は見てる　あなたが離れるその時を」

無
料
法
律
相
談

　
安
曇
野
市
名
誉
市
民
の
熊
井
啓
監

督
が
、
平
成
１９
年
５
月
２３
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

�
市
で
は
、
熊
井
監
督
の
ご
遺
徳
を

偲
ぶ
た
め
、
お
別
れ
の
会（
第
１
部
）

と
、
追
悼
映
画
会（
第
２
部
）を
開
催

し
ま
す
。

�
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
期
日
　
１１
月
１１
日（
日
）

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

◆
第
１
部
　
お
別
れ
の
会
◆

�
　
時
間
　
午
前
１１
時
〜
正
午

◆
第
２
部
　
追
悼
映
画
会
◆

　
　
時
間
　
午
後
１
時
〜
３
時

・
上
映
作
品
　

�「
愛
す
る
」（
１
９
９
７
年
）

�
　
熊
井
監
督
１７
作
目
。
安
曇
野
で

　
　
も
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

◆
熊
井
啓
監
督
追
悼
展

■
日
時
　
１１
月
７
日（
水
）〜
１１
日（
日
）

�
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分

▼
場
所
　
豊
科
郷
土
博
物
館

▼
内
容
　
熊
井
監
督
作
品
の
シ
ナ
リ
オ

　
　
　
　
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
展
示

　
本
庁
舎
内
秘
書
課
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市
で
は
、
長
野
県
弁
護
士
会
松
本

在
住
会
の
協
力
で
、
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
　
１１
月
８
日（
木
）

�
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

■
場
所
　
堀
金
総
合
支
所
１
階
相
談
室

■
相
談
人
数
　
８
人

■
相
談
時
間
　
１
人
２０
分

■
申
込
方
法
　
１１
月
１
日（
木
）の
午
前

　
９
時
〜
正
午
ま
で
に
電
話
で
総
務

　
部
総
務
課
庶
務
係
へ
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。
先
着
順
で
は
あ
り
ま

　
せ
ん
の
で
、
受
付
時
間
内
に
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
し

　
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な

　
り
ま
す
。

　
本
庁
舎
内
総
務
部
総
務
課
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運
転
免
許
更
新
者
を
対
象
と
し
た

特
定
任
意
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
１１
月
１５
日（
木
）

�
受
付
　
午
後
６
時
〜
６
時
５０
分

�
開
始
　
午
後
７
時
〜

■
場
所
　
堀
金
総
合
支
所
３
階
大
会
議
室

■
対
象
　
平
成
１９
年
１１
月
１６
日
〜
平
成

　
２０
年
５
月
１５
日
の
間
が
免
許
証
更

　
新
期
間
の
人
。

※
７０
歳
以
上
の
人
は
高
齢
者
講
習
が

　
必
要
な
た
め
対
象
外
で
す
。

■
持
ち
物
　
運
転
免
許
証
・
筆
記
用

具■
講
習
料
　
１
、７
０
０
円（
当
日
持
参
）

　
安
曇
野
警
察
署
内
安
曇
野
交
通
安

　
全
協
会
（
4
７２
・
２
２
６
３
）

運
転
免
許
証 

特
定
任
意
講
習
会

　穂高町まちづくり条例・安曇野市宅地造
成事業に関する指導要綱に基づき市長が認
めた開発事業です。
※今回から市内全地域の承認された開発事業を掲載

　していきます。

穂高地域（承認日　平成１９年９月１３日）

■小林興業株式会社の開発事業

�・場　　所　穂高有明７５３４番１他１筆

�・開発面積　１３,６０４.７４㎡

�・目　　的　工場の増築工事

■有限会社コスモ開発の開発事業

�・場　　所　穂高５５１８番５他１筆

�・開発面積　６２６.０７㎡

�・目　　的　建売住宅２棟の建設

■株式会社タイヤショップピットインの開

発事業

�・場　　所　穂高柏原２１２８番６他１筆

�・開発面積　１,３８７.１７㎡

�・目　　的　タイヤ・ホイール販売店建設

■株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ

�長野支店の開発事業

�・場　　所　穂高牧２０５０番１

�・開発面積　１.７５㎡

�・目　　的　無線通信基地局の設置

堀金地域（審査日　平成１９年８月２９日）

■株式会社えのきボーヤの開発事業

�・場　　所　堀金三田８６６番

�・開発面積　１,００１.６３㎡

市内の開発事業の承認および審査
【平成19年8月 開発審査分】

し
の　

長
野
県
労
働
委
員
会
は
、
労
働
者

個
人
と
事
業
主
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
た
め
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て

い
ま
す
。
手
続
き
は
簡
単
・
無
料
で
、

労
使
双
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

■
ト
ラ
ブ
ル
の
例

・
会
社
か
ら
納
得
で
き
な
い
理
由
で

　
突
然
解
雇（
リ
ス
ト
ラ
）さ
れ
た
。

・
配
転
命
令
を
出
し
た
が
、
従
業
員

　
に
納
得
し
て
も
ら
え
な
い
。

　
長
野
県
労
働
委
員
会
事
務
局
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